
【What is KIZUKI?】
高齢者通所介護事業所が震災に見舞われる想定で、職員が利用者を守るために必要な

知識や行動を疑似体験できるカードゲーム（以下、オリジナル）です。職員目線だけで

なく、利用者側目線でも震災時に通所事業がどういうことになるのか？を想定するきっ

かけになります。

ここでご紹介するのは、オリジナルの改編版「高齢者施設夜勤汎用Ver.」です。オリ

ジナルをプレイした老人ホーム職員からより臨場感を高めたいと要望があり、介護現場

と協働し改編を試みリリースに至りました。このゲームを用いることで高齢者介護施設

における業務継続計画（BCP）に基づいた訓練を実施することも可能です。

「KIZUKI」を通してプレイヤーは、被災時に発生する様々な

イベントへの対応を皆で考え、緊急度と重要度の2つの視点で

優先順位を決めて対策を講じることをゲーム感覚で学べます。

  それらは平時に行っておく、心がけておくことへの“気づき”

につながります。このゲームで地震被災について皆さんが考え、

福祉施設と地域が共にかけがえのない存在であることをしっか

りと認識し「地域社会活動の継続」を目指し、両者が日頃から

手と手を取り助け合う、そんな街を“築き”あげていくお手伝

いができることを願っております。

             KIZUKI開発者/特定非営利活動法人 高齢者住まいる研究会

理事長 寺西 貞昭

☆KIZUKI効果例☆
・被災時、職員個々が上司がいなくても、必要最低限の事柄に関し状況判断する事が出来るようになる
・非常災害訓練の位置づけとしてBCP見直し実践力向上に役だつ
・職員一人ひとりの危機管理意識を高め、被災した時に迷わず行動できる行動マニュアルとして活用

etc.

≪各事業所に特化したアップグレード≫
“汎用”としてあるからには“専用”もあります。基は開発に携わった施設の平面図や備蓄品、地域性
などを盛り込み開発しました。まず手に取る方には汎用Ver.を、より臨場感を高めたい場合は“専用”
にアップグレードすることでBCPの見直しにも役立つはずです。アップグレードは別途ご相談ください。

Modified by 羽村市特養施設長会

「KIZUKI」に関する
お問い合わせは

高齢者住まいる研究会へ                
                              ➡
https://www.kousumaken.jp/

「KIZUKI」オリジナルについて
はこちらの導入施設ホームページ
をご覧ください。

                        ➡
熊本県グリーンヒルみふねHP
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